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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本医療機器テクノロジー協会（MTJAPAN）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原

案を添えて日本産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣

が改正した日本産業規格である。これによって，JIS T 3323:2013 は改正され，この規格に置き換えられ

た。 

なお，この規格の改正公示日から 3 年間は JIS T 3323:2013 を適用してもよい。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。厚生労働大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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圧トランスデューサ 

Pressure transducers 

 

1 適用範囲 

この規格は，カテーテルなどに接続するか，又は血管への直接せん（穿）刺によって，血圧，脳脊髄液

圧などを測定する圧トランスデューサ（以下，圧トランスデューサという。）及び圧トランスデューサ用ド

ーム（以下，ドームという。）について規定する。ただし，この規格は，カテーテル先端形トランスデュー

サには適用しない。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格のうち，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その

後の改正版（追補を含む。）は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）

を適用する。 

JIS T 0601-1:2017 医用電気機器－第 1 部：基礎安全及び基本性能に関する一般要求事項 

JIS T 0993-1 医療機器の生物学的評価－第 1 部：リスクマネジメントプロセスにおける評価及び試

験 

JIS T 3351:2022 圧力モニタリング用チューブセット 

ISO 80369-7，Small-bore connectors for liquids and gases in healthcare applications－Part 7: Connectors for 

intravascular or hypodermic applications 

IEC 60601-2-34:2011，Medical electrical equipment－Part 2-34: Particular requirements for the basic safety and 

essential performance of invasive blood pressure monitoring equipment 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，IEC 60601-2-34:2011 による。 

3.1 

正確度 

真の値又は理論値からの誤差（計測値－真の値）の百分率 

3.2 

平衡 

ホイートストンブリッジ（以下，ブリッジという。）が対称的な状態，又はそれが正常に作動している

状態でブリッジからの出力がゼロの状態 


